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亜鉛の分析法

日本工業規格Ｋ０１０２（工場排水試験方法）５３に定める方法（準備操作は規格に

よるほか、キレート樹脂イオン交換法を用いることもできる ）で分析する。。

具体的には、酸処理後、必要に応じ溶媒抽出法、又はキレート樹脂を用いたイオン交

換法により前処理を行い、以下のいずれかの方法で測定する。

①フレーム原子吸光法

②電気加熱原子吸光法

③ 発光分光分析法ICP

④ 質量分析法ICP

○酸処理について

懸濁物の有無に応じて、酸による前処理を行うこととなっている。

①塩酸又は硝酸酸性で煮沸

この方法は、有機物や懸濁物が極めて少ない試料に適用する。

②塩酸又は硝酸による分解

この方法は、有機物が少なく、懸濁物として水酸化物、酸化物、硫化物、りん酸塩

などを含む試料に適用する。

③硝酸と過塩素酸とによる分解

この方法は、酸化されにくい有機物を含む試料に適用する。

④硝酸と硫酸とによる分解

この方法は、多種類の試料に適用することができる。


